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広 報 Izumizaki-mura  Fukushima-ken

　村内の幼稚園及び小学校で秋季運動会が開催されました。
　小学校の運動会は例年春に行われますが、今年は新型コロ
ナウイルス感染症の影響により延期を余儀なくされ、秋に開
催となりました。また、競技は午前中のみで観戦も保護者の
みという限られた中での運動会でしたが、今年も児童達によ
る熱戦が繰り広げられました。

秋季運動会開催
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村
内
小
学
校
で
秋
季
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
㈯
、
村
内
の
小
学

校
で
秋
季
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
来
な
ら
、
春
に
行

わ
れ
る
運
動
会
で
す
が
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
若
干
肌
寒
く
、

小
雨
が
降
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
に
運
動
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
と
も
開
会
式
で
は
、

児
童
代
表
に
よ
る
開
会
の
言
葉

や
、
選
手
宣
誓
な
ど
が
行
わ
れ

た
後
、
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
て
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
は
紅
と
白
の
２
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
熱
い
戦
い
を

展
開
。
個
人
戦
で
は
徒
競
走
や

チ
ャ
ン
ス
走
、
団
体
戦
は
綱
引

き
や
代
表
児
童
に
よ
る
紅
白
リ

レ
ー
も
行
わ
れ
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

観
戦
は
保
護
者
の
み
に
限
ら

れ
ま
し
た
が
、
児
童
の
最
後
ま

で
諦
め
ず
頑
張
る
姿
に
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

学年毎に行われた綱引き

紅白リレースタート６年生と保護者による強いきずなで…ラッキーパン食い競争（１年）

リベンジ！泉崎チャレラン！（５年）村探検へレッツゴー!!（２年）ふるさとを大切に!（３年）

応援合戦接戦の紅白リレー鼓笛隊演奏

代表児童による開会の言葉

～第一小学校運動会～
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竹取物語2020（５・６年） 泉二小タイフーン（３・４年） 大玉ころがし（１・２年）

鼓笛 徒競走 チャンス走

上学年選抜紅白対抗リレー第１走者 下学年選抜紅白対抗リレー

上学年選抜紅白対抗リレー 選手宣誓 親子玉入れ

Farmer’s Market

こころや

   

アップルパイやかぼちゃのマドレーヌなど、季節の
スイーツをたくさん取り揃えてお待ちしております♪

スイーツフェア

紅茶に合うお菓子教室
11月24日(火)　14時～16時

定員：10名、参加費2,000円、講師：高橋結見子先生

  泉崎村川畑 37-1 TEL 0248-53-5568

紅茶専門店
Ｔea Room Coline

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 調理員　③ 生活相談員

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷

～第二小学校運動会～
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村税 
12億4,120万2千円（27.3%）

繰入金
2億694万7千円（4.6%）

繰越金
3億9,734万6千円（8.7%）

使用料・手数料 
5,312万9千円（1.2%）

 議会費
 6,159万4千円（1.5%）

総務費 
4億5,700万円（11.0%）

民生費 
7億6,610万
5千円

（18.7%）

衛生費 
4億675万4千円

（9.9%）

労働費
2万9千円（0.0%）

農林水産業費 
6億252万1千円（14.7%）

商工費 
5,535万8千円（1.4%）

土木費 
1億728万1千円

（2.6%）

消防費 
1億3,662万2千円

（3.3%）

教育費 
6億4,120万
8千円

（15.7%）

災害復旧費 
5億40万8千円（12.2%）

公債費 
3億6,685万8千円（9.0%）

人件費
5億4,539万5千円（13.3%）

公債費 
3億5,461万7千円

（8.7%）（※３）

扶助費 
2億8,801万
1千円（7.0%）

普通建設事業費 
2億952万2千円

（5.1%）

災害復旧事業費 
1億5,024万
8千円（3.7%）

物件費
14億8,415万2千円

（36.2%）

繰出金 
3億2,068万
6千円（7.8%）

補助費等 
6億3,422万9千円（15.5%)

積立金 
7,588万7千円（1.9%)

維持補修費 
1,658万9千円（0.4%)

投資及び出資金 
1,310万2千円（0.3%)

貸付金 
300万円（0.1%）

その他（※1）
9,895万6千円（2.2%）

県支出金 
5億9,185万5千円（13.0％）

地方交付税
10億738万円（22.2%）

村債 
1億2,505万4千円（2.7%）

国庫支出金 
6億1,386万円（13.5%）

その他（※2）
2億993万円（4.6%）

40億9,543万8千円40億9,543万8千円

25億4,807万9千円
（56.1%）

19億9,758万円
（43.9%）

義務的経費

投資的経費
その他の経費

歳　出

11億8,802万3千円（29.0%）

3億5,977万円（8.8%）
25億4,764万5千円（62.2%）

45億4,565万9千円
歳　入

歳　出

依存財源

自主財源

令和元年度　決算報告
　令和元年度一般会計の歳入は45億4,565万9千円（前年度比4億4,283万円、10.8％増）、歳出は40億9,543万8千円（前
年度比3億8,995万6千円、10.5％増）で繰越明許費繰越額1億2,869万3千円を引いた実質収支は3億2,152万7千円の黒字
となっています。

歳入内訳

性質別歳出 目的別歳出

（※１）分担金及び負担金、財産収入、
寄附金、諸収入

（※２）地方譲与税、（利子割・配当
割・株式等譲渡所得割・地方
消費税・自動車取得税・自動
車税環境性能割・地方特例・
交通安全対策特別）交付金

（※３）決算統計の按分により、病院事業分を
投資及び出資金（9,884千円）や補助
費等（2,357千円）へ振り分けをした。
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歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、
村
税
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
の
10
億
７
３
８
万
円
が
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。
村
税
の
決
算

額
は
12
億
４
，１
２
０
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
３
・
０
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
徴
収
率
に
つ
い
て
は
、
現
年

課
税
分
が
99
・
１
％
、
滞
納
繰
越
分

に
つ
い
て
は
13
・
６
％
で
し
た
。

　

村
税
等
の
自
主
財
源
は
、
行
政
活

動
の
自
主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
構
成
比
は
43
・
９
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

使
わ
れ
た
費
用
を
目
的
別
に
分
類

す
る
と
民
生
費
、
教
育
費
、
農
林
水

産
業
費
な
ど
に
多
く
の
財
源
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
わ
れ
た
費

用
を
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
支
出

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
す

る
こ
と
が
困
難
な
「
義
務
的
経
費
」

29
・
０
％
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど

の
「
投
資
的
経
費
」
８
・
８
％
、
維

持
補
修
費
な
ど
の
「
そ
の
他
の
経

費
」
62
・
２
％
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
（
地
方
自
治
体
の

財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
）

　

前
年
比
10
・
９
％
増
の
92
・
１
％

と
な
り
ま
し
た
。

 

歳
　
入

 

歳
　
出

１人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われたお金
１人当たりの
　　村税の負担額　193,726円
　　使われたお金　639,213円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　527,946円
　　使われたお金　1,741,998円

※令和２年３月31日現在の住民
　基本台帳人口・世帯数で算出
　　　人　口：6,407人
　　　世　帯：2,351世帯

１人当たりに使われたお金の内訳　※歳出決算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
71,328円

民生費
119,573円

公債費
57,259円

教育費
100,079円

農林水産業費
94,041円

衛生費
63,486円

土木費
16,744円

消防費
21,324円

災害復旧費
78,103円

商工費
8,640円

議会費
9,614円

特別会計
　特別会計は、特定の収入で特
定の事業を実施するための会計
です。一般会計と区別すること
で、それぞれの事業の収支や運
営実績を明確にすることができ
ます。村には、国民健康保険や
農業集落排水処理事業など４の
特別会計があります。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 7億5,427万4千円 7億1,171万7千円 4,255万7千円
後期高齢者医療 6,121万6千円 6,059万8千円 61万8千円

介護保険 5億8,413万4千円 5億5,586万2千円 2,827万2千円

農業集落排水処理 2億3,650万2千円 2億2,733万8千円 916万4千円

合　　計 16億3,612万6千円 15億5,551万5千円 8,061万1千円

企業会計
　企業会計は、地方公共団体が
社会公共の利益を目的に経営す
る地方公営企業の会計です。主
に利用者が支払う料金収入で事
業を行っています。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 2億3,191万4千円 1億7,483万8千円 5,707万6千円
資本的 270万6千円 8,356万5千円 △8,085万9千円

水道事業

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 193万7千円 123万1千円 70万6千円
資本的 0円 79万5千円 △79万5千円
※収支の不足分は、内部留保資金（減価償却費など実際にお金の支出がない費用計上によって
生じた資金）等で補てんします。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 1,606万5千円 389万3千円 1,217万2千円
資本的 0円 294万1千円 △294万1千円

住宅用地造成事業

工業用地造成事業



広報
いずみざき ６

令和元年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

指　　標 内　　容 泉崎村 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 一般会計の赤字の割合 赤字なし 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計
すべての会計の赤字の割合

赤字なし 20.0％ 30.0％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 8.3％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 将来負担が見込まれる負債の割合 比率なし 350.0％

健全化判断比率

　地方公共団体の借入金の元金及び利子の支払いのための費用である公債費は、特に弾力性に乏しい経費であるこ

とから、その動向に常に注意する必要があります。

実質公債費比率の推移

9.4

9.2

9.0

8.8

8.6

8.4

8.2

8.0

7.8

（％）

9.2 9.2

8.88.88.8
8.78.7

8.68.6 8.68.6

8.38.3

令和元年度平成28年度 平成29年度 平成30年度平成25年度 平成26年度 平成27年度

　健全化判断比率は、自治体の財政状況を判断する基準です。各指標の数値が低い程、財政状況は健全であるといえます。

公営企業の名称 泉崎村 経営健全化基準

水道事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

工業用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

住宅用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

資金不足比率
　資金不足比率は、公営企業における事業規模に対する資金の不足額の比率です。

※数値は、3ヶ年平均の比率
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貯金
（積立金）

村の貯金は17億7,670万円です。

村民１人当たりに換算すると２７万７千円となります。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　令和元年度は、その他特定目的基金の泉崎駅東口開発事業基金５,０００万円及び国民健康保険診療所建替事業
基金２,０００万円等の積立により、７,４５８万２千円の増加となったものの、財政調整基金１億４,９４３万３千
円及び減債基金４,０００万円の取り崩しにより、令和元年度末の基金残高は１７億７,６７０万８千円となってい
ます。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　令和元年度末の残高は、一般会計４１億４,００６万円、病院事業会計１億１,０４４万７千円、水道事業会計
２億１,０１５万４千円、農業集落排水処理事業会計８億５,７１５万５千円となっています。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は53億1,781万円です。

村民１人当たりに換算すると８３万円となります。

0
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（億円） ■ 財政調整基金　　■ 減債基金　　■ その他特定目的基金

4億9,669万円

14億2,214万円
15億8,317万円

8億28万円

10億57万円

平成29年度 平成30年度 令和元年度平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

18億9,155万円

8億7,346万円

10億4,131万円

8億4,916万円

17億7,670万円

0

40

80
（億円） 一般会計 病院事業会計 水道事業会計 農業集落排水処理事業特別会計

平成29年度 平成30年度平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

61億160万円61億8,718万円 63億5,467万円 60億6,694万円
66億1,286万円

75億3,338万円75億3,338万円 71億9,437万円71億9,437万円

58億9,353万円 57億2,809万円

令和元年度

53億1,781万円
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令和元年度主な事業（一般会計）
子育て支援・高齢者福祉（民生費　7億6,610万5千円／災害復旧費　5億40万8千円）

除染対策事業
農林水産業施設災害復旧事業
障がい者自立支援事業
乳幼児福祉事業
災害等廃棄物処理事業

3億5,099万5千円
1億3,114万6千円
1億2,608万3千円

2,247万7千円
1,083万6千円

除染対策事業

学校・生涯学習（教育費　6億4,120万8千円）

クロスカントリーコース整備事業
さつき公園長寿命化改修事業
基礎学力向上推進事業
校内ＬＡＮ整備事業
幼稚園施設環境整備事業

5,693万4千円
4,021万円

1,306万3千円
1,145万5千円

546万3千円
クロスカントリーコース整備事業

健康づくり・環境衛生（衛生費　4億675万4千円）

白河広域圏衛生処理負担金
泉崎南東北診療所事業費
各種予防接種事業
老人保健事業
母子保健事業

6,492万7千円
5,403万円

1,719万4千円
1,276万9千円

729万3千円
母子保健事業

道路･農業･商工業（土木費　1億728万1千円／農林水産業費　6億252万1千円／商工費　5,535万8千円）

農業水利施設等保全再生事業
多面的機能支払交付金事業
踏瀬・下新城線舗装修繕工事
（矢吹・泉崎バスストップ）
桎内・如信沢線道路改良測量設計業務
賃貸戸建住宅建設事業

4億6,703万8千円
2,581万9千円
2,127万6千円

1,702万5千円
1,291万6千円踏瀬・下新城線舗装修繕工事

（矢吹・泉崎バスストップ）

防犯灯設置工事
（国道４号アンダーパス）

消防・その他（消防費　1億3,662万2千円／総務費　4億5,700万円／公債費　3億6,685万8千円／議会費　6,159万4千円）

広域消防費分担金
プレミアム付商品券事業
地域管理防犯灯電気料助成事業
泉崎デマンド交通事業
防犯灯設置工事

1億1,046万2千円
848万8千円
384万4千円
276万2千円
69万7千円
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～固定資産税の納税義務者が死亡した場合の手続きについて～
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固定資産税に関する手続きについて 問税務係　☎５３・２１１３

【制度の概要】
　固定資産税の納税義務者（登記名義人等）が死亡し、相続登記が完了していない場合、その固定資産は現所
有者（相続人全員）の共有財産となり、相続人全員が連帯して納税義務を負うことになります。
　令和２年度の税制改正に基づき、泉崎村税条例が改正され、現所有者に対し氏名・住所等必要な事項の申告
が義務化されました。（現所有者申告制度）
　申告の期限は、自身が現所有者であることを知った日の翌日から３か月を経過した日までとなります。
　なお、申告がない場合、泉崎村税条例第７５条の規定により、過料に科されることがあります。
【申告の方法】
　相続登記の手続き又は未登記家屋の名義変更を行っていない場合は、「固定資産現所有者申告書」の提出が
必要です。
　役場税務課税務係の窓口又は村ホームページに様式がありますので、必要事項を記入の上、提出してくださ
い。

【制度の概要】
　新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が対前年同期比で一定以上減少している中小企業者・小規模事
業者（租税特別措置法に規定されている中小事業者等）の令和３年度の固定資産税を軽減します。
　軽減の対象は令和３年度の事業用家屋及び設備等の償却資産に対する固定資産税です。
【減免の申請】
　令和３年１月３１日（提出期限）までに、認定経営革新等支援機関等（税理士、公認会計士等）が確認した
証明書及び同機関に提出した書類一式を添付し､申請書と一緒に提出してください。
　申請書は村ホームページに掲載されています。
　申請にあたっては中小企業庁のホームページも併せてご確認ください。

　～注意点～
・「マチイロ」は株式会社ホープが作成したものです。アプリ閲覧中に広告が表示されますが、その内容につ

いて泉崎村は一切の責任を負いません。
・無料での利用が可能ですが、通信経費などは利用者の負担となります。

「広報いずみざき」がスマホで閲覧可能になりました！ 問企画財政係　☎５３・２４０９

　村ではより多くの方に「広報いずみざき」を気軽に閲覧いただけるよう、スマートフォン向けアプリの「マチ
イロ」での配信を開始しました。
　４月号からご利用可能となっておりますので是非ご登録ください。

≪マチイロの特徴≫
　・いつでもどこでもスマホで「広報いずみざき」を閲覧できます。
　・スクラップ機能として、範囲を指定して記事画像を保存し、メール等で共有で

きます。
　・広報誌だけでなく、ホームページの新着情報がお知らせとして届きます。
　・「興味ある分野」を設定すると設定内容に合わせた行政情報が届きます。
≪利用方法≫
　①右記のQRコードよりアプリをダウンロードし、起動した後、「はじめる」を

タップします。
　②「お住まいのエリア設定」を「現在地を取得」「郵便番号から探す」「地域か

ら探す」のいずれかの方法で設定をします。
　③「興味のある分野」をプルダウンから選択します。
　④「性別」、「生年月日」、「お仕事」、「ふるさとの地域」を入力します。
　　⇒以上の手順で設定内容に合わせた内容の情報と、「広報いずみざき」が閲覧できるようになります。

スマートフォンアプリマチイロ

iOS Android



広報
いずみざき 10

マイナポイントの申込はお済みですか？ 問企画財政係　☎５３・２４０９

　マイナポイントを利用するためには、マイナンバーカードの取得とマイナポイントの予約・申込が必要です。
泉崎村では、マイナンバーカードの申請や、マイナポイント予約・申込のサポートを行っています。

マイナンバーカードをお持ちですか？

１．マイナポイント予約
　ＩＤを設定し、マイナポイントの予約をします。

２．マイナポイント申込
　キャッシュレス決済サービスを１つ選択し、マイナンバー
カードと連動させます。

３．マイナポイント利用（～令和３年３月３１日まで）
　キャッシュレス決済を行うことで２５％が還元されます。
（上限５,０００円）

マイナンバーカードの申請をお願いします。
※取得には１か月程度かかります。

≪マイナポイント予約・申込サポート窓口≫
　受付時間：８：３０～１８：００（原則土日祝を除く）
　場　　所：村役場　担当窓口
　持 ち 物：マイナンバーカード、各種決済サービスのログ

イン情報（ＩＤ・パスワード等）
※予算の上限に達した場合、予約を締切る場合があります。
※マイナポイント予約・申込は市町村に加え、スマホアプリ
の利用の他、郵便局、コンビニ、携帯キャリアショップ等で
も行うことができます。
※詳しくは総務省のホームページをご覧ください。
ＵＲＬ: https://mynumbercard.point.soumu.go.jp/promotion/

マイナンバーカードの申請について
問住民係　　☎５３・２１１２

≪マイナポイント利用までの流れ≫

いいえ

はい

マイナポイントとは？
　マイナポイントとは、キャッシュレス決済サービスを提
供するキャッシュレス決済事業者を通じて国から付与され
るポイント等の総称です。
　普段使用している決済サービスから１つを選択し、マイ
ナポイントの申し込みをすると、当該決済サービスの利用
（チャージまたは購入）時に買い物等に利用できるポイン
ト２５％（上限一人５,０００円まで）が付与されます。

株式会社

増改築・リフォームなど
住まいのことならお気軽にご相談ください

リフォーム工事

〒969-0102  福島県西白河郡泉崎村大字関和久字十郎兵衛44
TEL.0248-53-3328　FAX.0248-53-4212

http://design-nasu-shirakawa.co.jp/

リノベーション工事 外構工事

河島工務店
古民家再生工事
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樹木や生垣等の適切な管理について 問建設水道係　☎５３・２１１４

　樹木や生垣等の伐採・剪定をして適切な管理をお願いします。
　車道に樹木や生垣等が張り出していると通行に支障となるだけでなく、《交通障害》を引き起こす場合があります。
　樹木や生垣等が道路にはみ出していることが原因で事故等が発生した場合、所有者の方が《損害賠償責任》を問われる
ことがあります。（民法第７１７条・道路法第４３条）
　道路での事故防止のためにも、樹木や生垣等の所有者の皆様には伐採・剪定等の適切な管理をしていただくようお願い
します。（民法第２３３条）

　左側の樹木は道路に干渉し、歩行者、車両等の交通を妨
げる可能性があります。このことが原因で事故が起きた場
合、樹木の所有者の方が責任を問われる場合があります。
　交通を妨げ、事故の原因をつくらないためにも、右側の
樹木のように伐採・剪定等を行うよう、お願いします。

泉崎村の教育 ～シリーズ２～� 泉崎村教育委員会

　４月の臨時休校措置、７月の夏季休業日の変更。新型コロナウイルス感染防止対策のため、日本全国で組織的な取
組が展開されました。村教育委員会では、すべての教育現場において、主体的に学ぶ力を育むことを目標としていま
す。与えられた課題の解決、さらに自分で課題を明らかにし、根気強く解決のために取り組む力を育む環境整備を進
めています。子ども達の「学びを止めない。学びを支える」環境の実現を図ります。
　基本の考えは、次の２点です。
　１）緊急事態にも対応できる教育環境整備　　２）新しい時代を担うために必要な力を育む教育推進
　＜現在進めている内容＞
　　①タブレット等の情報機器を活用した学習
　　　ＩＣＴ機器、特にタブレットの普及は、教育現場にも改革をもたらしています。
　　自分の考えや意見を紹介する時、発表者の資料を全員がタブレットで見ることができます。学習のつまずきや進

み具合に応じた課題に取り組むことができます。資料の収集や編集が容易にできます。学校や身近な施設（集会
場、公民館）でも学べるWi-Fiや映像等の環境を整備しています。

　　②幼稚園、小学校、中学校の衛生環境の充実
　　　子ども達の感染防止対策のために施設整備を進めています。
　　　ア　教室空間の除菌対策（オゾン発生装置の設置）　　ウ　水道レバーの取り替えと水道の増設
　　　イ　網戸の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　幼稚園送迎バス車輌の追加購入
　　③校務の整理とサポート体制整備
　　　小中学校で教室内の消毒作業等の衛生管理に取り組むスタッフが配置されています。国の対策事業として実施

されています。教育活動に支障のないように、教室内に限らず、校舎内の消毒作業を行っています。児童生徒の
学習サポートとして担任教師と連携して、家庭学習教材の印刷や準備等も行っています。

　　④緊急の連絡体制の整備
　　　学校からは緊急連絡メールが配信されています。また、村のホームページでもそれぞれの学校の活動について

紹介しており、日々の活動の様子を知ることができます。現在は、見守り隊の皆さんへのメール配信も進め、連
絡体制を整えています。

　＜メディアコントロールの課題＞　タブレット、スマートフォン、パソコンなどのメディアに接する機会が増えて
ます。効果的で豊かな活用を図るためには、適切なコントロール力が必要です。「必要なときに、必要な時間だ
け使用する」など、ネット社会に翻弄されないで管理する強い意志が求められます。ご家庭、地域でも適切に管
理する意識と環境を整えましょう。ご協力をお願いいたします。
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幼
稚
園
運
動
会

　

10
月
３
日
㈯
、
令
和
２
年

度
秋
季
大
運
動
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
園
児
に
よ
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
か
が
や
け 

え
が
お 

げ

ん
き
い
っ
ぱ
い 

２
０
２
０ 

み
ん
な
の 
う
ん
ど
う
か
い
」

の
呼
び
か
け
が
園
庭
に
響
き

わ
た
り
、
運
動
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

か
け
っ
こ
や
玉
入
れ
、
大

玉
転
が
し
や
リ
ズ
ム
で
は
、

一
人
ひ
と
り
が「
頑
張
る
！
」

「
勝
ち
た
い
！
」
と
い
う
気

持
ち
で
参
加
し
、
勝
利
の
た

め
に
一
生
懸
命
に
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

年
長
児
に
よ
る
ク
ラ
ス
対

抗
リ
レ
ー
で
は
、
ク
ラ
ス
が

一
丸
と
な
り
一
生
懸
命
に
走

る
姿
に
、
年
少
児
、
年
中
児

は
大
き
な
拍
手
を
し
て
応
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
長
児
は
、
開
会
式
と
閉

会
式
の
中
で
全
園
児
に
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
、
毎
日

自
分
の
役
割
を
し
っ
か
り
果

た
そ
う
と
意
欲
的
に
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
紅
組
が
勝
ち

幼
稚
園
自
然
観
察
会

～
烏
峠
に
行
っ
て
き
ま
し
た
～

　

10
月
９
日
㈮
、
烏
峠
の
自

然
を
守
る
会
の
皆
さ
ま
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
協

力
の
も
と
、
年
長
組
の
子
ど

も
達
が
烏
峠
の
山
頂
を
目
指

し
て
、
山
登
り
体
験
を
し
ま

年長組全員で記念撮影

年少組「追いかけ玉入れ」 年中組 リズム「ドラえもん」

烏峠を登り切った園児達 興味津々で登っていく園児

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
頑

張
っ
た
子
ど
も
達
の
表
情
か

ら
は
、
や
り
遂
げ
た
満
足
感

と
自
信
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
規
模
を

縮
小
し
て
午
前
中
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
早
朝
よ
り

役
員
の
方
々
の
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
方

の
心
の
こ
も
っ
た
た
く
さ
ん

の
声
援
、
皆
さ
ま
の
温
か
さ

に
支
え
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い

運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
た
。

　

雨
が
心
配
さ
れ
て
い
た
た

め
、
雨
具
を
着
用
し
、
麓
の

烏
峠
入
り
口
駐
車
場
で
、
全

員
で
元
気
に
出
発
号
令
を
か

け
、
班
ご
と
に
記
念
撮
影
を

し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
５
人
１
班
の
少
人
数

で
、
自
然
を
守
る
会
の
方
に

案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
山

登
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
子

ど
も
達
は
目
の
前
に
広
が
る

大
自
然
に
興
味
津
々
で
、
大

興
奮
。「
こ
れ
な
あ
に
？
」と

道
中
の
木
の
名
前
が
カ
タ
カ

ナ
で
か
か
れ
た
名
札
に
興
味

を
示
し
、
自
然
を
守
る
会
の

方
に
名
前
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。「
白
い
キ
ノ
コ
が

あ
っ
た
！
」「
こ
っ
ち
の
葉
っ

ぱ
は
、
顔
よ
り
大
き
い
～
」

「
緑
色
の
ど
ん
ぐ
り
見
つ
け

た
‼
」
と
、
と
っ
ぷ
り
と

大
自
然
に
包
ま
れ
、
さ
ら
に

守
る
会
の
方
々
の
励
ま
し
と

温
か
い
ま
な
ざ
し
に
包
ま
れ
、

幼
稚
園
で
は
味
わ
え
な
い
交

流
の
な
か
で
の
開
放
感
に
、

満
面
の
笑
み
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　

全
員
の
子
ど
も
達
が
、
自

然
を
守
る
会
の
方
々
に
見
守

ら
れ
、
自
力
で
頂
上
ま
で
登

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自

然
を
守
る
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ま
の
温
か
さ
に
包

ま
れ
た
素
敵
な
時
間
の
中
で

見
た
景
色
は
、
子
ど
も
達
の

心
の
中
に
し
っ
か
り
刻
み
込

ま
れ
、
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
４
回
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
教

室
「
陶
芸
教
室
」

　

10
月
10
日
㈯
に
中
央
公
民

館
に
て
第
４
回
ハ
ン
ド
ク
ラ

フ
ト
教
室
の
「
陶
芸
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
大
堀
相
馬
焼
い
か
り

や
窯
の
山
田
慎
一
先
生
に
、

陶
芸
作
り
の
基
本
を
教
わ
り
、

カ
ッ
プ
や
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
、

お
皿
な
ど
を
制
作
し
て
き
ま

し
た
。
陶
芸
教
室
の
最
終
回

と
な
る
今
回
は
自
由
制
作
と

し
て
、
花
瓶
や
お
皿
等
各
人

各
様
の
作
品
を
制
作
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
制

作
し
た
作
品
も
焼
き
上
が

り
、
写
真
撮
影
も
行
い
ま
し

た
。
撮
影
し
た
作
品
は
、
11

月
上
旬
に
中
央
公
民
館
に
展

示
す
る
予
定
で
す
の
で
、
是

非
、
ご
鑑
賞
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

来
月
は
「
コ
ー
ヒ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
予
定
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
中
央
公
民
館
（
☎
５
３
―

２
２
５
８
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

先生を囲んでの受講生記念撮影

サポーターと一緒に新聞ボー
ルで玉入れ競争

第
４
回
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
運
動
の
日
」

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
第
４

回
「
運
動
の
日
」
が
、
９
月

11
日
㈮
に
第
一
小
学
校
で
、

９
月
14
日
㈪
に
第
二
小
学
校

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
一

小
地
区
44
名
、
二
小
地
区
19

名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
・

新
聞
ボ
ー
ル
の
玉
入
れ
・
ス

キ
ッ
プ
ボ
ー
ル
・
競
技
け
ん

玉
・
輪
投
げ
を
用
意
し
、
児

童
が
各
々
で
自
由
に
好
き
な

種
目
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

密
集
を
避
け
て
、
ま
た
体
力

や
好
み
に
合
わ
せ
た
運
動
遊

び
を
行
い
ま
し
た
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

低
学
年
「
放
課
後
学
習
会
」

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
を
対

象
と
し
た
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
毎
月
定
例
の
「
放
課

後
学
習
会
」
が
、
９
月
30
日

㈬
に
第
二
小
学
校
で
、
10
月

２
日
㈮
に
第
一
小
学
校
で
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
一
小

地
区
35
名
、
二
小
地
区
14
名

の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
自
宿
題
に
取
り
組
み
、

宿
題
が
終
わ
っ
た
後
に
挑
戦

で
き
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
リ

ン
ト
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
ナ
ン
プ
レ
（
数
字
を

使
っ
た
頭
の
体
操
）
の
プ
リ

ン
ト
が
と
て
も
人
気
で
、
中

に
は
一
番
難
し
い
レ
ベ
ル
の

も
の
か
ら
挑
戦
し
、
お
友
達

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
問
題
を

　

中
に
は
す
べ
て
の
遊
び
に

興
味
を
持
ち
、
時
間
内
で
多

く
の
運
動
を
体
験
す
る
児
童

も
お
り
、
時
間
が
足
り
な
い

と
い
う
声
も
上
が
る
ほ
ど
夢

中
に
な
っ
て
体
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
も
一
緒
に
な
っ
て
遊
ぶ

こ
と
で
、
地
域
の
大
人
と
の

交
流
の
時
間
と
し
て
も
大
変

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

児
童
か
ら
は
、
「
初
め
て

遊
ぶ
種
目
も
あ
り
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
「
対
戦
で
負

け
て
悔
し
か
っ
た
」
「
次
の

運
動
遊
び
も
楽
し
み
だ
」
と

い
っ
た
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

解
く
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は

「
家
で
や
る
よ
り
も
集
中
で

き
ま
し
た
」
「
プ
リ
ン
ト
が

難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
で
す
」
な
ど
と
い
っ
た
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。サポーターさんと一緒に問題に挑戦 学習に取り組む一小児童

ドッヂビーで対戦
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■
認
知
症
～
行
動
・
心
理
症
状

（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
を
知
ろ
う
～

　

認
知
症
の
症
状
に
は
「
中
核

症
状
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
、

「
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
行
動
・
心
理
症

状
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
は
、

中
核
症
状
に
対
し
て
「
周
辺
症

状
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
は
「
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
行
動
・

心
理
症
状
）」
と
い
う
名
称
が

一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
中
核
症
状
」
は
脳
の
神
経

細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

直
接
起
こ
る
症
状
で
す
。
具
体

的
に
は
、
直
前
に
起
き
た
こ
と

も
忘
れ
る
記
憶
障
害
、
筋
道
を

立
て
た
思
考
が
で
き
な
く
な
る

判
断
力
の
障
害
、
予
想
外
の
こ

と
に
対
処
で
き
な
く
な
る
問
題

解
決
能
力
の
障
害
、
計
画
的
に

も
の
ご
と
を
実
行
で
き
な
く
な

る
実
行
機
能
障
害
、
い
つ
・
ど

こ
が
わ
か
ら
な
く
な
る
見
当
識

障
害
、
ボ
タ
ン
を
は
め
ら
れ
な

い
な
ど
の
失
行
、
道
具
の
使

い
道
が
わ
か
ら
な
く
な
る
失
認
、

も
の
の
名
前
が
わ
か
ら
な
く
な

る
失
語
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
認

知
症
に
な
れ
ば
誰
に
で
も
、
中

核
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

一
方
、
周
囲
の
人
と
の
関
わ

り
の
な
か
で
起
き
て
く
る
症
状

を
「
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
い
ま
す
。

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
は
「
認
知
症
の
行
動

と
心
理
症
状
」
を
表
わ
す
英
語

の
「
Ｂ
ｅ
ｈ
ａ
ｖ
ｉ
ｏ
ｒ
ａ
ｌ

　
ａ
ｎ
ｄ　

Ｐ
ｓ
ｙ
ｃ
ｈ
ｏ
ｌ

ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ　

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｔ

ｏ
ｍ
ｓ　

ｏ
ｆ　

Ｄ
ｅ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
ｉ
ａ
」
の
頭
文
字
を
取
っ

た
も
の
。
暴
言
や
暴
力
、
興
奮
、

抑
う
つ
、
不
眠
、
昼
夜
逆
転
、

幻
覚
、
妄
想
、
せ
ん
妄
、
徘
徊
、

も
の
取
ら
れ
妄
想
、
弄
便
、
失

禁
な
ど
は
い
ず
れ
も
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ

で
、
そ
の
人
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
や
、
人
間
関
係
、
性
格
な

ど
が
絡
み
合
っ
て
起
き
て
く
る

た
め
、
人
そ
れ
ぞ
れ
表
れ
方
が

違
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
ほ
と
ん
ど
現
れ

な
い
人
も
い
る
一
方
で
、
か
な

り
激
し
く
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
出
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
、
介
護
者
が

対
応
に
苦
慮
す
る
症
状
の
多
く

は
、
中
核
症
状
よ
り
も
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
背
景
に
は
、
必

ず
本
人
な
り
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。
行
動
の
背
景
に
あ
る
「
な

ぜ
」
を
考
え
、
本
人
の
気
持
ち

に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
す
る
こ

と
で
、
症
状
を
改
善
で
き
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
回
は
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
の

特
徴
と
対
応
例
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

認
知
症
委
員
会　

矢
尻　

哲
也

地
域
の
皆
さ
ま
へ
（
お
願
い
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
診
療
所
】

○
診
察
を
受
け
る
方
お
よ
び
付

き
添
い
の
方
全
員
の
マ
ス
ク

着
用
、
手
の
消
毒
、
検
温
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

○
診
療
所
内
の
消
毒
と
換
気
を

毎
日
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
老
健
施
設
】

○
原
則
と
し
て
、
入
所
者
へ
の

面
会
・
外
泊
を
禁
止
し
て
お

り
ま
す
。

○
通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者
に
毎

日
の
体
調
確
認
と
検
温
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

○
施
設
内
お
よ
び
送
迎
車
両
の

消
毒
と
換
気
を
毎
日
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

※
今
年
度
の
泉
崎
公
開
講
座
は

す
べ
て
中
止
い
た
し
ま
す
。
な

に
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

診療所外来11月担当医

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。

� 問泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/13.20.27診療

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林奈美江
眼科

11：00受付終了

内藤　梓
消化器内科・外科
第2.4土曜日診療

八木正樹
小児科

11/12.26診療

午　後
受付時間
13：30～
16：00
（水曜日は
14：30）

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
14：30受付終了

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/13.20.27診療

小林利男
整形外科・内科
第1土曜日診療

緑川博文
心臓血管外科
11/2のみ診療

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/12.19.26診療

内藤　梓
消化器内科・外科
第2.4土曜日診療

八木正樹
小児科

11/12.26診療

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療

11/ ２月曜午後
（14：00～ 16：30）

【お願い】発熱症状、強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）、味やにおいを感じない（味覚・嗅覚障害）などの症状がある方は、
医療機関を受診する前に必ず帰国者・接触者相談センター（電話　0120-567-747）へ連絡してください。
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保健福祉総合センター ☎５４・１３３５

インフルエンザに注意しましょう！！
　インフルエンザとは、「インフルエンザウイルス」によって起こる感染症です。感染した人のせきやくしゃみ
などによって、ウイルスが飛び散り、それを吸い込むことによって感染します。また、感染すると、突然３８℃
以上の発熱、頭痛などの症状が出る感染力の強い病気です。
　毎年１１月から４月までが流行期です。インフルエンザを予防するために、予防接種や消毒用アルコールによ
る手指消毒のほか、体の抵抗力を高めるために生活リズムを整え、バランスの良い食事、十分な睡眠をとりま
しょう。また、日頃からうがい・手洗いを心がけ、マスクをするなどせきエチケットを行いましょう！！

白河厚生総合病院での正面玄関の開錠時間が変わりました！！
　令和２年１０月１９日より、新型コロナウイルスやインフルエンザの感染拡大防止のため、サーモグラフィ
による体温チェックを実施させていただいております。
　それに伴い、正面玄関の開錠時間を７時３０分に変更させていただきました。
【正面入口開錠時間】

　従来　６：３０開錠　→　今後　７：３０開錠
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解の程お願いいたします。

「６５歳以上の方」以外の接種は予防接種法に基づかない任意接種であるため、健康被害が生じた際は、独立
行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく救済制度の対象となる場合があります。予防接種法（定期接種）
と比べて救済の対象や額等が異なりますのでご留意ください。

令和２年度インフルエンザ予防接種のお知らせ
　泉崎村では、６５歳以上の方のインフルエンザワクチン接種と１歳から中学生までのお子様の接種に伴う費用
助成を下記により行っております。
　接種の際は、県内の医療機関へ必ず電話または窓口で予約してから受けてください。
◆接種実施期間　　１０月１５日（木）～１２月２８日（月）
【６５歳以上の方】
　◇対象者　接種日に６５歳になっている方。
　　※６０歳以上６５歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に自己

の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害（身体障害者手帳１級相当）を有する方も含む。
　◇自己負担　１,２００円
　　※生活保護世帯の方は無料ですが、証明書が必要となりますので、保健福祉総合センター窓口にて発行の手

続きをしてください。
　◇医療機関に持参するもの　健康保険証又は後期高齢者医療受給者証
　　※６０歳～６５歳未満で対象となる方は身体障害者手帳も持参してください。
【１歳から中学生までの方】
　◇助成額　　接種料金から自己負担額１,２００円を差し引いた差額分（上限１人：３,０００円）
　　※上記の接種期間に接種した方で、１回目の接種に限り、医療機関で接種料金をお支払い後に、払い戻す方

法で料金を助成します。
　　※中学３年生のお子様に対しては、助成方法が異なりますのでご注意ください。
　◇払戻し手続き
　　　接種後、①領収書、②母子健康手帳（接種記録が確認できる物）、③通帳（振込用）、④印鑑を持参し、

令和３年１月２９日（金）までに保健福祉総合センターにて手続きをしてください。それ以降は受付できま
せんのでご注意ください。



ゆったり♨個室休憩プラン 大　　人
お一人様

～個室でゆったりお食事付プランでお疲れを癒してください～
【営業時間】10：00～16：00  タオル・バスタオル付き
【お 部 屋】本館和室（8畳）に、お食事をお運びいたします♪
【お 子 様】中学生以下はお食事なしの￥1,000にてご休憩できます。

お食事付
特製松花堂弁当

ソフトドリンク１杯付★

￥3,500（税込）

泉崎カントリーヴィレッジ
SPA&SPORTS  PUBLIC  HOTEL 泉崎さつき温泉  ☎ 53‐4211　📠📠 53‐4255

e‐mail :spa@izumizaki‐cv.com
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　だんだんと秋が深まってきました。秋の夜長におすすめの本コーナーを
作りました。【ちびっこ】【小学１・２年生】【小学３・４年生】【小学
５・６年生】【中学生】となっています。貸出中の際は予約もできますの
で、ぜひ読んでほしいと思います。

　図書館では、新型コロナウイルス感染拡大防止のため入館時の手指消
毒・マスクの着用をお願いしています。１人１０冊３週間の貸出となって
います。学習スペース利用時にはカウンターでの申し込みをお願いします。

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

上半期貸出BEST３

図書館からのお知らせ

新 刊 案 内

　　　　　　　　　書　　　名 　著　者 出　版　社 請求記号
りんごちゃん さとう　めぐみ PHP研究所 Ｅ-サ
のりものいっぱい！どこにいくの？ 間瀬　なおたか ひさかたチャイルド Ｅ-マ
水瓶座の少女アレーア　６ タニヤ・シュテーブナー 学研プラス K-943-シ
恐竜学 真鍋　真 学研プラス K-457-マ
団地のコトリ 八束　澄子 ポプラ社 YA-913-ヤ
１４歳の教室 若松　英輔 NHK出版 YA-159-ワ
陽眠る 上田　秀人 角川春樹事務所 913-ウ
四畳半タイムマシンブルース 森見　登美彦 KADOKAWA 913-モ
東北のおいしい道の駅＆SA・PA JTBパブリッシング 291
ママにいいこと大全 主婦の友社 主婦の友社 493-シ

このほかにも多数入荷しています。
借りたい本が貸出中の場合は予約が
できます。詳しくはスタッフまで。

一　般　書 ヤングアダルト 児　童　書 え　ほ　ん

1
流浪の月

� 凪良ゆう／著

� 東京創元社（2019年刊)

非進学校出身東大生が高校
時代にしてたこと
� 太田あや／著
� 小学館（2020年刊)

プラレール超図鑑デラック

ス

� ポプラ社（2019年刊)

ノラネコぐんだんカレーラ
イス
� 工藤ノリコ／著
� 白泉社（2019年刊)

2
クスノキの番人

� 東野圭吾／著

� 実業之日本社（2020年刊)

鬼滅の刃　しあわせの花

� 吾峠呼世晴／原著

� 集英社（2019年刊)

おしりたんてい　ふめつの
せっとうだん
� トロル／著
� ポプラ社（2016年刊)

プリンハムスター

� ささきみお／著

� WAVE出版（2020年刊)

3
希望の糸

� 東野圭吾／著

� 講談社（2019年刊)

龍にたずねよ

� みなと　菫／著

� 講談社（2018年刊)

自然史ミュージアムのサバ
イバル１
� ゴムドリ.co／著
� 朝日新聞出版（2012年刊)

バムとケロのにちようび

� 島田ゆか／著

� 文溪堂（2000年刊)

調査対象期間：2020.4.1～2020.9.30
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さ
い
。

問
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理

財
課

☎
０
２
４
・
５
３
３
・
０
０
６
４

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ

れ
、
示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償

の
問
題
で
お
困
り
の
方
へ
、
弁

護
士
が
「
中
立
・
公
正
」
な
立

場
で
、
当
事
者
間
の
紛
争
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償

問
題
の
法
律
知
識
が
な
く
て
も
、

交
渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心
で
す
。

　

弁
護
士
費
用
は
、
一
切
か
か

り
ま
せ
ん
。（
無
料
で
す
）

　

ま
ず
は
、
電
話
で
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
ご
相
談
に
な
じ
ま
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い

ま
す
。

◆
相
談
日
時
（
要
予
約
）

　

月
～
金
曜
日

　

９
：
00
～
17
：
00

問
公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
紛

争
処
理
セ
ン
タ
ー
仙
台
支
部

☎
０
２
２
・
２
６
３
・
７
２
３
１

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

問
福
島
地
方
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
１
９
９
４

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
14
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11

月
12
日
㈭
か
ら
11
月
18
日
㈬
ま

で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ

ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

電
話
相
談
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。

　

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
対
応
し
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
日
・
祝
日
を
除

く
）
に
お
い
て
も
、
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
期
間　

11
月
12
日
㈭
～
18
日

㈬
ま
で
の
７
日
間

◆
時
間　

８
：
30
～
19
：
00

※
た
だ
し
、
14
日
㈯
と
15
日
㈰

は
10
：
00
～
17
：
00

◆
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

大
野
喜
平
・
三
浦
耕
志
朗

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
専
門
相
談
員
が
借
金
を
抱

え
お
悩
み
の
方
か
ら
家
計
や
借

金
の
状
況
を
伺
い
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に
引

継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
ま
ず
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
日
時　

12
月
８
日
㈫

　
　
　
　

11
：
00
～
15
：
00

◆
会
場

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

◆
予
約
受
付
先

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　

理
財
課

　

８
：
30
～
16
：
30（
平
日
の
み
）

☎
０
２
４
・
５
３
３
・
０
０
６
４

※
当
日
の
受
付
状
況
に
よ
り
相

談
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

相　
　
談

心
の
相
談
会

借
金
の
無
料
相
談
会

心
配
ご
と
相
談
所

全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
https://www.asahi-rubber.co.jp/

交
通
事
故
の
損
害
賠

償
問
題
で
お
困
り
の

方
へ
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集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
全
国

に
40
数
万
人
に
及
ぶ
と
も
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
９

月
３
日
現
在
、
全
国
で
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
救
済
を
求
め
て

提
訴
し
た
原
告
数
は
わ
ず
か
３

万
１
４
１
１
名
、
そ
の
う
ち
和

解
成
立
に
至
っ
た
原
告
数
は
２

万
６
４
０
４
名
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
の
ペ
ー
ス
で
は
大

多
数
の
救
済
さ
れ
る
べ
き
対
象

者
が
救
済
さ
れ
な
い
事
態
と
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

特
別
措
置
法
の
救
済
対
象
者

は
、
国
に
責
任
の
あ
る
医
原
病

と
も
い
う
べ
き
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
被
害
者
で
す
。
そ

の
よ
う
な
方
を
一
人
で
も
多
く

救
済
さ
れ
る
よ
う
、
出
張
相
談

会
を
開
催
し
、
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
救
済
や
、
手
続
の
内
容
、

弁
護
団
へ
の
依
頼
の
方
法
等
を
、

弁
護
士
が
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い

◆
日
時　

12
月
５
日
㈯

　
　
　
　

13
：
30
～
16
：
00

◆
会
場

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

◆
内
容

　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎

に
な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を
対

象
と
し
た
弁
護
士
に
よ
る
相
談

会
　

ま
た
、
電
話
相
談
も
承
り
ま

す
。

◆
日
時　

11
月
７
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話

料
は
か
か
り
ま
す
。

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
弁

護
団

☎
０
２
５
・
２
２
３
・
１
１
３
０

【
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す
】

　

建
物
ま
た
は
建
物
の
一
部
を

取
り
壊
し
た
場
合
、
所
有
者
は

「
家
屋
取
壊
し
届
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年

１
月
１
日
の
賦
課
期
日
現
在
に

存
在
す
る
建
物
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
年
度
の
途
中
で
取
り
壊
し

た
建
物
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

取
り
壊
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
場
合
は
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
建

物
で
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
が

完
了
し
て
い
る
場
合
は
「
家
屋

取
壊
し
届
」
の
提
出
は
不
要
と

な
り
ま
す
。

【
住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
、

土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
】

　

住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地

（
住
宅
用
地
）
は
「
住
宅
用
地

に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
」

が
適
用
さ
れ
、
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
住
宅
を
取
り
壊
す
と
、
そ

の
特
例
の
適
用
か
ら
外
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
村
税
務
課
税
務
係

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
３

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
所
有
者

は
、
滅
失
登
記
申
請
書
に
取
壊

証
明
書
及
び
取
り
壊
し
た
業
者

か
ら
の
証
明
書
な
ど
の
書
類
を

添
付
し
、
滅
失
登
記
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
住
所
が
現
在
の
住

所
と
異
な
る
場
合
や
所
有
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
な
ど
は
、

住
民
票
、
戸
籍
謄
本
な
ど
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　

登
記
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

法
務
局
ま
た
は
土
地
家
屋
調
査

士
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
務
局
に
登
記
相
談

を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
１
２
０
７

◆
時
間
額　

800
円

　

福
島
県
最
低
賃
金
は
、
常
用
、

臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
の
名
称
に
か
か
わ 

ら
ず
福
島
県
内
の
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
、

そ
の
金
額
以
上
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
精
皆
勤
、
通
勤
、
家
族
手
当

・
時
間
外
、
休
日
の
割
増
賃
金

及
び
深
夜
手
当

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、

１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金

　

詳
し
く
は
福
島
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
４

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働

保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
？

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
７

税
務
係
か
ら
お
知
ら
せ

案　
　
内

登
記
さ
れ
て
い
る
建

物
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
「
滅
失
登
記
申

請
」
が
必
要
で
す

福
島
県
最
低
賃
金
が

令
和
２
年
10
月
２
日

か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

11
月
は
「
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間
」

で
す
。

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型

肝
炎
特
別
措
置
法
相

談
会
（
無
料
）
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交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
令
和
元
年
の
事
故
発
生
件

数
は
約
38
万
件
、
死
傷
者
数
は

約
46
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が

交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の

部
分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ

て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨

な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す

べ
て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台

ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
「
交
通
事
故
被
害
者

を
救
済
す
る
基
本
的
な
対
人
賠

償
の
確
保
」
と
、
万
一
「
交
通

事
故
の
加
害
者
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
の
経
済
的
負
担
を

補
う
」
制
度
で
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自

賠
責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の

し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・

認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基

づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含

む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運

行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

特
に
車
検
制
度
の
な
い
250
㏄
以

下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転

車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
は
有
効

期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
福
島
運
輸
支
局
輸
送
・
監
査

部
門

☎
０
２
４
・
５
４
６
・
０
３
４
５

音
声
ダ
イ
ヤ
ル
３

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
提
案
を
今
後
の
県
の
事
業

に
活
か
す
た
め
の
「
県
民
提

案
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実

施
し
て
欲
し
い
内
容
を
簡
潔
に

ま
と
め
て
、
県
庁
県
民
広
聴
室

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

手
紙
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
、
県
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
提
案
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
（
必
ず
書
面
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
）

　

提
案
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
担
当
部
局
が
検

討
し
、
提
案
を
受
理
し
た
日
か

ら
概
ね
２
週
間
程
度
で
提
案
者

へ
回
答
い
た
し
ま
す
。

◆
県
民
提
案
の
提
出
先

◇
郵
送

　

福
島
県
庁
県
民
広
聴
室

（
〒
９
６
０
―
８
６
７
０

　
　

福
島
市
杉
妻
町
２
―
16
）

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
４
・
５
２
１
・
７
９
３
４

◇
電
子
メ
ー
ル

　

koucho@
pref.fukushim

a.lg.jp

◇
県
庁
Ｈ
Ｐ

【
検
索
】

　

福
島
県
県
民
広
聴
室　

県
民

提
案

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】https://w

w
w

.pr
ef.fukushim

a.lg.
jp/sec/01010e/

問
福
島
県
県
民
広
聴
室
県
民
提

案☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
０
１
３

皆
さ
ん
の
声
を
県
政

に
！

～
県
政
に
対
す
る
ご

提
案
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
～

　

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期

限
は
11
月
30
日
㈪
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
納

付
書
よ
り
、
忘
れ
ず
に
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課
課
税
第
一
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
７

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下

の
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事

務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま

す
。

◆
対
象
と
な
る
方

個
人
事
業
税
納
期
の

お
知
ら
せ

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。

年
金
生
活
者
支
援
給

付
制
度
に
つ
い
て

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
自
賠
責
」
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◆
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

「
火
災
・
救
急
・
救
助
は
119
番
」

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ

て
年
金
事
務
所
ま
た
は
村
役
場

で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働

省
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案

内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働

省
か
ら
、
電
話
で
お
客
様
の
家

族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

ご
請
求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と

き
に
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
「
国
民

お
一
人
お
一
人
、
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し

て
、
11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら

い
）
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し

ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
「
ね
ん
き
ん

◇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税

が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

で
あ
る

◇
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
額
が
約
462
万
円

以
下
で
あ
る

◆
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け

る
方

　

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る

方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

10
月
中
旬
頃
か
ら
、
請
求
可
能

な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で
に
請

求
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
と
、

令
和
２
年
８
月
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

定
期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、

未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
白
河
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構

☎
０
３
・
５
３
４
４
・
１
１
０
０

URL https://w
w

w
.nenkin.go.

jp/問
白
河
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
７
・
４
１
６
１

◆
実
施
期
間

　

11
月
９
日
㈪
～
11
月
15
日
㈰

◆
全
国
統
一
防
火
標
語

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た

に　

金
メ
ダ
ル
」

秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
実
施
に
つ
い
て

11（
い
い
）月

30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」
で
す
‼

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８

随時・社員（見習い可）募集中  /  社会・厚生年金・雇用保険有り

塗装【ペンキ】工事
住宅からビルディング
まで工場・オフィス
店舗・内外塗装工事

＊見積り無料
   （新築・リフォームも）
　お電話お待ちしております

看板の事なら何でも
福島県屋外広告業届出　第 30015 号

〠969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字寺前 71
TEL・FAX　0248-53-4355

小林工芸
(     ) (    　　  )看板 　　　　エアーブラシ設計
施工

アンドン
イラスト、他
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「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」
と
は
福
島（
Ｆ
）、

茨
城（
Ｉ
）、
栃
木（
Ｔ
）の
頭
文

字
を
取
っ
た
も
の
で
、
「
Ｆ
Ｉ

Ｔ
構
想
」
と
し
て
３
県
の
県
際

地
域
（
那
須
岳
・
八
溝
山
を
中

心
と
す
る
地
域
）
が
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
交
流
・
連
携
を

も
と
に
広
域
交
流
圏
と
し
て
の

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
内
の
魅
力
を
内

外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
地
域

活
性
化
や
事
業
者
支
援
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
「
Ｆ
Ｉ

Ｔ
地
域
の
宝
」
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
奮
っ
て
御
応
募
く

だ
さ
い
。

◆
開
催
期
間

　

令
和
２
年
12
月
31
日
㈭
ま
で

◆
応
募
方
法
等

◇
Ⅰ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ

①
下
の
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
カ
ウ
ン
ト
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構

想
推
進
協
議
会
」
を
フ
ォ
ロ
ー

②
次
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
３
点

す
べ
て
付
け
て
投
稿

＃
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
の
宝

＃
市
町
村
名

＃
施
設
ま
た
は
店
舗
名
や
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
名

◇
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

①
下
の
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
カ
ウ
ン
ト
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構

想
推
進
協
議
会
」
を
フ
ォ
ロ
ー

②
次
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
３
点

す
べ
て
付
け
て
投
稿

＃
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
の
宝

＃
市
町
村
名

＃
施
設
ま
た
は
店
舗
名
や
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
名

◇
専
用
応
募
フ
ォ
ー
ム

①
下
の
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
専
用
応
募
フ
ォ
ー
ム
へ

②
必
要
事
項
（
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
場
所

（
市
町
村
名
、
施
設
ま
た
は
店

舗
名
や
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
名
））を

入
力
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
内
で
撮
影

し
た
写
真
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
を
添

付
し
て
送
信

　

入
選
者
に
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域

内
の
ホ
テ
ル
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど

の
豪
華
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URL http://w
w

w
.fit-area.jp/

問
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
推
進
協
議
会
事

務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
１
１
８

◆
受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
、

同
等
の
学
力
を
有
す
る
方
（
中

学
校
卒
業
で
も
履
修
が
可
能
と

認
め
ら
れ
る
方
を
含
む
）

※
年
齢
、
性
別
不
問

　

た
だ
し
、
社
会
人
枠
入
試
は

20
歳
以
上
で
２
年
以
上
の
就
労

経
験
が
あ
り
専
願
の
方

　

受
験
申
込
方
法
等
は
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

30
名

◆
一
般
入
試

◇
試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、

作
文
、
面
接

◇
試
験
期
日

１
期
：
令
和
３
年
２
月
４
日
㈭

２
期
：
令
和
３
年
２
月
18
日
㈭

◆
社
会
人
枠
入
試

◇
試
験
科
目　

作
文
、
面
接

◇
試
験
期
日

　

令
和
２
年
12
月
17
日
㈭

問
白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学

院☎
０
２
４
８
・
２
３
・
３
７
０
１

　

15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子

が
対
象
の
採
用
試
験
で
す
。

　

入
校
と
同
時
に
、
特
別
職
国

家
公
務
員
に
な
り
、
通
信
制
の

高
等
学
校
教
育
を
受
け
な
が
ら

将
来
、
自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を

養
成
す
る
制
度
で
す
。

【
一
般
採
用
試
験
】

◆
受
付
期
間

　

令
和
２
年
11
月
１
日
㈰
～

　

令
和
３
年
１
月
６
日
㈬

◆
１
次
試
験

◇
試
験
日

　

令
和
３
年
１
月
23
日
㈯

◇
試
験
会
場

　

受
付
時
に
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

◇
試
験
科
目

　

国
、
社
、
数
、
理
、
英
、
作

文
（
500
字
）

◆
２
次
試
験

　

１
次
試
験
合
格
者
に
の
み
案

内
い
た
し
ま
す
。

◇
試
験
内
容

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
０
３
７
２

陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒
募
集

白
河
准
看
護
学
院
生

徒
募
集 募　

　
集

「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
の
宝
」

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン 催　

　
し
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今 月 の 行 事　　【11月10日～12月９日】

会場：　幼稚園　 　第一小学校　 　第二小学校　　 中学校　　 保育所　　 児童館　　 保健センター　　 防災センター　　 公民館
　　　　資料館　　　図書館　　　トレーニングセンター　　　弓道場　　　ソフトボール場　　　さつき野球場

幼 一 二 中 育 保児 公防
さト 弓 ソ資 図

※行事につきましては新型コロナウイルス感染症対策の為、急遽中止・延期となる場合があります。予めご了承ください。
※学校関係の行事は、年度当初の予定を記載しています。

10
（火）

マラソン記録会
貯筋会
●可燃ごみ

11
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

12
（木） 就学時健康診断

13
（金）●可燃ごみ■不燃ごみ

1414
（土）（土）

行政相談：心配ごと相談所開設
休日窓口開庁日（役場・社協）

1515
（（日日））

絵画教室
ふくしま駅伝競走大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

16
（月） 令和３年度入所児募集（～24日）

17
（火）

貯筋会
●可燃ごみ

18
（水）

出前元気はつらつ教室全体交流会
英会話教室
▲資源ごみ

19
（木） 歯科クリニック（フッ素塗布）

20
（金）

なかよしクラブ
●可燃ごみ

2121
（土）（土）

文化祭囲碁大会（中止）
休日窓口開庁日（役場・社協）

2222
（（日日））休日窓口開庁日（役場・社協）

2323
（月）（月）休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（火）

1・２歳児健康相談（フッ素塗布）
個別懇談（11/24～27、30）
貯筋会
●可燃ごみ

25
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

26
（木）

発表会予行練習、弁当の日
個別懇談（11/26、27、30、12/1）

27
（金）

成人学級
●可燃ごみ■不燃ごみ

2828
（土）（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

2929
（（日日））

休日窓口開庁日（役場・社協）
休肝日

30
（月）

固定資産税第３期納期限
後期高齢保険料第４期納入期限
介護保険料第５期納期限
国民健康保険税第５期納期限
集落排水使用料第４期納期限
村営住宅使用料１１月分納期限

12/1
（火）

貯筋会
●可燃ごみ

2
（水）

キャリア教育講演会
英会話教室
▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

3
（木） 校内スポーツ大会

4
（金）●可燃ごみ

55
（土）（土）

良い子の発表会
ハンドクラフト教室
楽しい書き方教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

66
（（日日））

泉崎村小学生レシテーションコンテスト
休日窓口開庁日（役場・社協）

7
（月） 振替休業日

8
（火）

貯筋会
●可燃ごみ

9
（水）

英会話教室
休肝日
▲資源ごみ

確かな信用、確かな技術

〒969-0102  泉 崎 村 大 字 関 和 久 字 瀬 知 房 ５
 TEL 54-1101　 FAX 54-1103株式会社 兼 千

かね せん

上　下　水　道　／　設　備　工　事　／　土 木 と び 工 事

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　９時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

11
■ 歯科

15（日） わたなべ子どもクリニック
☎21-2166（白河市老久保）

い が ら し 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-9111（白河市老久保）

す ず き 歯 科
☎44-5555（矢吹町八幡町）

22（日） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

大 髙 整 形 外 科
☎23-9988（白河市昭和町）

須 藤 歯 科 医 院
☎22-6460（白河市本町）

23（月） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

大 髙 内 科 胃 腸 科
☎24-1456（白河市道場小路）

秋 山 歯 科 医 院
☎34-3741（白河市東刈敷坂）

29（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

片倉内科胃腸科クリニック
☎27-2770（白河市立石）

ひ ま わ り 歯 科 医 院
☎23-5991（白河市関辺）

6（日） にしごうキッズクリニック
☎29-8725（西郷村熊倉）

片 倉 医 院 　 産 科 ・ 婦 人 科
☎23-2459（白河市昭和町）

永 山 歯 科 医 院
☎27-1646（白河市馬町下）

11 ／

12／
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Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

11 11 11
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：2020.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2020.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2020.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

前
世
よ
り
好
か
れ
て
を
り
し
草
風　
　
　
　
　

光　

德

ば
つ
た
跳
ぶ
斯
く
し
て
人
は
地
に
眠
る　
　
　
　

々

裏
口
の
開
い
て
田
の
風
虫
の
声　
　
　
　
　
　

栄　

子

梨
食
う
て
恋
に
も
愛
に
も
遠
く
を
り　
　
　
　
　

々

あ
る
夜
の
風
の
一
途
さ
唐
辛
子　
　
　
　
　
　

秀　

子

長
き
夜
の
夜
を
あ
ま
さ
ず
眠
り
け
り　
　
　
　
　

々

郭
公
や
蛇
口
の
上
の
古
た
は
し　
　
　
　
　
　

潤　

子

夕
焼
の
さ
ざ
な
み
と
な
る
子
ら
の
声　
　
　
　
　

々

九
月
尽
今
日
の
予
定
は
畑
仕
事　
　
　
　
　
　

秀　

治

土
用
丑
の
日
難
儀
な
ダ
イ
エ
ッ
ト　
　
　
　
　
　

々

赤
松
の
ど
す
ん
と
刺
さ
る
丘
に
夏　
　
　
　
　

ゆ
き
こ

紅
ひ
か
ず
ど
こ
へ
も
行
か
ず
夏
に
入
る　
　
　
　

々

浮
か
び
ゐ
て
流
さ
れ
て
ゆ
く
夏
帽
子　
　
　
　

和　

子

夢
い
く
つ
重
ね
て
覚
め
し
夏
の
月　
　
　
　
　
　

々

か
へ
り
み
る
寺
の
一
面
濃
あ
ぢ
さ
ゐ　
　
　
　

堯　

子

葉
に
残
る
雨
の
真
珠
や
大
賀
蓮　
　
　
　
　
　
　

々

池
の
辺
の
紫
陽
花
水
の
色
を
染
め　
　
　
　
　

圭　

子

あ
を
あ
を
と
白
樺
林
夏
立
ち
ぬ　
　
　
　
　
　
　

々

さ
て
読
書
黴
の
に
ほ
ひ
の
罪
と
罰　
　
　
　
　

戴　

子

す
つ
と
立
ち
カ
メ
ラ
目
線
の
古
代
蓮　
　
　
　
　

々

蓮
の
花
滾
れ
る
ま
ゝ
に
葉
に
斜
め　
　
　
　
　

光　

郎

蓮
池
の
広
さ
た
た
ま
れ
ゐ
て
暗
し　
　
　
　
　
　

々

毎
年
よ
ぬ
つ
と
出
て
き
て
彼
岸
花　
　
　
　
　

直　

子

声
高
に
切
ら
れ
し
電
話
秋
暑
し　
　
　
　
　
　
　

々

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

小
松　

詩し

ほ歩
ち
ゃ
ん

（
大
輔
さ
ん
・
菜
美
さ
ん
）

大
森　
　

碧あ
お
いち

ゃ
ん

（
政
彦
さ
ん
・
唯
子
さ
ん
）

大
工
結ゆ

り

か
梨
花
ち
ゃ
ん

（
祐
介
さ
ん
・
睦
さ
ん
）

お
悔
や
み

基準日 世帯数
（戸）

村の人口（人)

10月１日

現　　在

男 3,061
6,222 2,179

女 3,161

９月１日

現　　在

男 3,070
6,243 2,189

女 3,173

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び

海
上
フ
サ
子
さ
ん

　
　
（
97
歳
・
泉
崎
字
笹
立
山
）

小
林　
　

力
さ
ん

　
　
（
82
歳
・
泉
崎
字
小
林
）

鈴
木　

正
男
さ
ん

　
　
（
71
歳
・
関
和
久
字
八
雲
神
社
）

穗
積　

マ
キ
さ
ん

　
　
（
93
歳
・
北
平
山
字
山
寺
）

菊
地　

ハ
ナ
さ
ん

　
　
（
99
歳
・
北
平
山
字
堂
ノ
下
）

室　
　

美
代
さ
ん

　
　
（
96
歳
・
泉
崎
字
笹
立
山
）

穗
積
ト
シ
ヱ
さ
ん

　
　
（
86
歳
・
北
平
山
字
行
方
地
）

泉崎俳句会
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発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
係

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

令
和

２
年

11月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）

い
ず
み
ざ
き 地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク 田崎　颯汰さん（字古内）

　私は野球が大好きです。友達に
は、よく「野球バカだね」と言わ
れています。
　今では野球が大好きな私です
が、高校時代には、寮生活をした
り、１００人を超える部員の中で
のレギュラー争いに心が折れそう
になったり、野球を辞めたくなっ
た時も多々ありました。
　そんな時にいつも助けてもらっ
ていたのが中学校時代の友達です。
高校でもたくさんの友達ができま
したが、地元の友達は特別ですね。
少し話すだけで悩みなどなくなっ

てしまいます。
　今でも、相談をしたり、よく遊
んだりしています。最近はコロナ
ウイルスの影響で活動自粛を余儀
なくされ、中々遊びに行ったりも
できませんが、コロナウイルスが
収束したら、みんなで旅行等に行
きたいと思っています。
　皆さんもどんな些細なことでも
相談し合える、笑い合える友達を
大切にしてください。
　私もそのような存在が当たり前
だと思わずに、これから先も大切
にしていきたいと思います。 次回、木野内貴子さんに

バトンタッチ！

第７回ビルド商事株式会社杯グラウンド・ゴルフ大会の開催

老人の日記念百歳高齢者記念品伝達式

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

　９月２８日（月）、八雲グラウンドにおいて第７回ビルド商事株式会社杯グラウンド・ゴルフ大会が開催さ
れました。
　開会式では主催者のビルド商事(株)梅宮吉男社長より激励の言葉をいただき、参加者はご協賛いただいた豪
華な賞品を目指してプレーを楽しんでいました。
　結果は次のとおりです。

　４月１８日に百歳を迎えられた星イ
チさん（下宿）に内閣総理大臣からの
お祝い状及び記念品が贈呈され、ご自
宅にて伝達式を行いました。
　星さんは毎日、新聞をじっくりと読
み、庭の草むしりなどをして過ごされ
ているそうです。これからもお身体に
気を付けて、ますますお元気で長生き
してくださいね。

【男子の部】
　優　勝　黒﨑　汎視（八雲チーム）
　準優勝　吉田　孝生（峠チーム）
　第３位　佐藤　喜志郎（天王台チーム）

【団体】
　優　勝　峠チーム
　準優勝　天王台チーム
　第３位　八雲チーム

佐川　結
い
音
と
ちゃん

� （字下原）

【女子の部】
　優　勝　小針　ミツヱ（宿舘チーム）
　準優勝　田﨑　元子（瀬知房チーム）
　第３位　根本　惠美子（峠チーム）

お祝い状を贈呈された星イチさん

大会参加者の皆さん
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